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｢出産祝いの歌」に見る生命観

Philosophyregardinglifeseeninnasongforacelebrationofabirthn

浅井玲子

たといわれている。その多くは読み人知らずであ

るが，多くの人に好まれ，社会的合意を得たもの

のみが伝承されてきたという意味で非常に貴重で

あるととらえている。

ところで，現在の沖縄における出産を含む祝賀

の座開きはほとんど「かぎやで風」節になってい

る。しかし、「かぎやで風」は「恩納節」「中城は

んた節」「特牛節」「長伊平屋節」と共に、五曲を

｢御前風｣と呼び琉球国王の御前で最初に演奏され

たとするのが通説である。多くの者が出産祝いに

｢かぎやで風」のみを歌っていたとは考えにくい。

このことは、出産祝いの歌が伊計島では「御前風

の節で歌われる（後述詳細『沖縄民俗』５号29ペー

ジ)」や、浜比嘉島では「祝いのはじめにこの歌を

御前風の曲で３回くり返してから酒宴（『沖縄民

俗』５号64ページ)」からも推察される。つまり

｢かぎやで風｣は曲のみを利用する場合もあったと

推測できよう。

1974年（本土復帰1972年)、沖縄県は民俗資料の

保護に資するため、緊急調査を行った。全島につ

いて19の項目について調査し、資料をまとめてい

る'）が、一生の儀礼や糠れの項目には、お産につ

いての記述はあるが、「出産祝いの歌」については

記述がない。また、『南島歌謡大成Ⅱ沖縄編下』２）

には、六冊の文献から採取した歌が納められてい

るが、「出産祝いの歌」は収録されていない。

恩賜財団母子愛育会編『日本産育習俗資料集

成』３）は妊娠及出産に関するものl5項目、育児に

関するものl0項目について沖縄を含めて全国調査

をしているが、出産祝いの歌に関する調査記述は

ない。その他、多くの文献にあたったが、後述の

２種13冊しか資料が得られなかった。

本稿では主として出産祝いを通してかいま見え

る沖縄の生命観に関するキーワードを取り出すこ

１はじめに

人間は、いつの時代でも、一定の文化を持つ家

族の中に生まれてくる。その命は、どのように家

族や地域社会に受け入れられ認知されてきたのだ

ろうか。

時代は変わり，様々な物や事が早く便利になっ

ても，人間はそんなにたやすく変われるものでは

ない。人間が誕生，成長する基本的プロセスは変

わらないし．文化を受容し，継承し，発展させる

役割も変わっていない。また，大人の精神世界に

果たす子どもの役割の大きさも変わっていない。

先進国における自殺の増加や生殖技術の進展に

伴う倫理的問題や母親の育児不安、虐待、子ども

同士のいじめ、引きこもり等が問題になり、医学

の進歩や科学技術の進歩が必ずしも子どもたちの

幸せに結びついてきていない事を感じている。そ

れらの事と並行して命の重さや尊さを伝えること

は大人としての我々に科されている役割ではない

だろうか。

地域文化が見直され，再評価され，沖縄文化へ

の注目度もますます高くなってきた。衣食住、祭

祀、芸能における研究の進展にはすばらしいもの

があるが、生命観を次世代教育や伝承の視点から

捉える事は少ない。

本稿は多くの者が文字を持たなかった時代の、

社会的合意として口承されてきた琉歌，その中で

も「出産を祝う歌」に着目しその中から人々の生

命観を読み取る試みである。

琉歌は、もともとウタと呼ばれていたが，大和

の和歌が入ってきたために，琉球の歌を区別して

｢琉歌」と呼ばれるようになった、８．８．８．６

の４句でまとめた短歌形式の歌である。サンシン

の伝来によって。より盛んに歌われるようになっ
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とを試みた｡単純に一般化することはできないが、

次世代に伝えたい生命観について考察し、家庭科

教育における保育教育教材開発のための基礎的研
究と位置付ける。

いては、表中の「注及び沖縄民俗の項目」に示

した。

2-3読みと意訳

対象とした歌すべての読みと意訳を試みた。

これらの歌が聞き取られた時代には、多くの者

は見れば読め、読めば意味が分かる状況であっ

たと思われる。しかし現在では、多くの者がそ

の読みも意味も知らないのが現状である。

沖縄の方言使用への弾圧は有名な事実であ

る。筆者自身の経験でも「方言を使う者が多い」

事が学校の問題として取り上げられていた記憶

がある。それは逆に，まだ方言の使用が多かっ

たことを意味するが，そのように禁止された者

の子どもたちの世代となった。多くの口承は寸

断された。読めない．使えない者の方が多数と
なった。

今現在の沖縄の部分的な方言使用は、文化の

中核をなす自分達の言葉を否定されたことに対

するゆり戻しのひとつと捉えることもできよ

う。そこで、若い世代が鑑賞し、活用し、考え

ていくためには、読みや訳文をつける必要があ
ると考えた。

尚、意訳部分では、多くの方のご協力をいただ
いた。

２方法

2-1文献調査

本研究では、文献調査を主方法とし、意訳
においては、聞き取り調査を行った。

掲載があったのは、以下の13冊であった。

これらから「出産祝いのうた」を抽出し、そ

のすべてを研究の対象とした。

１）『沖縄県史２３民俗２」４)沖縄県教育委員
会、1973年、図書刊行会､420ページ～422ペー
ジ

２）『沖縄民俗』５）琉球大学民俗研究クラブ、

1960年～1976年、出産祝いの歌が載っている

のは､3,4.5,6,7,8,10,11,13,14,16,１７号の１２
冊である。

尚、『沖縄県史』の筆者である宜保によれば、

「これまでの文献には意外と民俗行事の中で歌

われた歌を記載した物が少ない。（略）琉球大学

の民俗クラブによってこれまで出版された20余

号にわたる『沖縄民俗」の口承文芸の項にまと

められている歌謡はその内容といい、ねらいと

いい最高のものであり、これまでのこの方面に

おける貧弱な調査の大きな支えになるものであ

り、賞賛を惜しまない。以下に記載する歌謡の

大部分は『沖縄民俗』の「口承文芸」によって

収集されたものを転記した｡」としており、『沖
縄民俗』は一大学のクラブ誌というより、貴重

な記録として信頼性が高いと認識できる。

３結果と考察

結果の一覧は表の通りである。尚、便宜上、歌
には任意の番号を付した。

１～24は『沖縄県史』『沖縄民俗』両方にあげら

れているもの、２５～27は『沖縄県史』のみ、２８～

42は『沖縄民俗』のみに掲載されているものであ

る。尚，３９と40,42は採取者によって訳がついて

いたため，そのまま提示した。また、ほぼ同じ歌

も見られたが、聞き取り地が違うため、今後の資

料的価値を考え、全部を一覧とした。文献から引

用した部分は太字とし、筆者の記述部分とは区別
した。

2-2「出産祝いの歌」

歌の分類については文献によって異なる。ま

た，出産には「産婦に対する祝」と「生児に対

する祝」があろう。しかし，これはどちらか一

方のみが成立することはないと考え、ここでは

「子供の誕生について祝う気持ちを歌った歌｣と
いうゆるいくくりとした。「出産祝いの歌」とし

て代表させたのは、『沖縄県史』の分類に統一し

たためである。そこで『沖縄民俗』の分類につ
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沖縄県史 沖縄民俗 醜み 意味 注及び『仲５６民銭』の項目

伊
平
屋
村
字
島
尻

２
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’
３

iE鼬込らAjik-
ワマクガニ

ﾖ國E金しだら
キロウハハオャ

今日Pfq瓢Ｉｐ

iqif型ら－－－

鋪しんたてて

親の名も上きて

ぐわんす光らする

クマワニワリ

玉の御産子

夜囲みちん栢て

玉両食したち
＋〒

今やくまうとて

母親のｉｌｌ祝

<民桁２４２１ページ＞

ユヤン

皮囲みちん悟て
クマケガニ

玉董金しだら＿
チユャハリ､オヤ

今日母親２１－
ウユェ

画抵さびら

ワ研ミ

我身しんたてて

馳茗上きて

ぐわんす光らする

タマウニンゲワ

玉の御産子

夜囲みち慣て

籍鑑したち
チユ

今日fＫ・重うとて

鵠ibDij繭

<４号２４ページ)

ユヤミチンサトゥティ

タマクガニシダチ

チュウヤハハウヤヌ

ウユェサピラ

ワガミシンタティティ

ウヤヌナンアキティ

グワ下シスヒカラスル

夕マノウミングァ

ユヤミチンサトゥテイ

タマクガニシダチ

ナマ（チュウ）ヤクマウトテイ

ハハウヤヌウユエ

夜IIBの澱ちたのを値って

鷺しい我が王を抱き－－

今日はIU親の

ＩＪＩ しましょう

我が身をしゃんとし

親の名もあげ

光111をＩ剛らす

頂のような赤ちゃん（お姻様）

BilHMJiiUi員たのを柄って

愛しい我鉦王L蛮拠賃一一一

今(今11）はここで

lU組の御祝い（を）

｢出産祝いの欧」

グワァンス･･元祖．先視

伊
平
屋
村
宇
田
名

４

５

夜囲みら出でて

萌さ&B適潔で
ケマヶガニ

玉黄金かみて

母の御祝

昨日なちやるIぎうじゃか

七ちぐるなりは

ジンヶ今彦子午

銭倉の下に
アマ

粟い馬立てて

<hL術２４２１ページ〉

同左

昨日なちやるほうじやが

七才ぐるなりば
ジンケサｼ干午

銭食の下に
ア

乗い馬立てて

《4号２４ページ》

ユヤミミチンジティ

アカサミユウガデイ

タマクガニカミティ

ハハヌウユエ

チヌナチャルボウジャガ

ナナチグルナリパ

ジングラヌシチャニ

ヌイウマタティティ

夜nlIから渋ち111で

IVIるい御世を拝み

1通位を｣(亜｣:に） いただき

1V親のお祝いを

昨[]生んだ赤ちゃんが

七つＩＴＵ二進、ば－－－－－

銭愈の下に

蝿をjtてて（繋ぎ）

与
那
城
村
伊
計
島

６
７

夜囲わら出て

明さ御世拝で
バリ1丙午

母の命すくて

産子御祝

Ｑ０１
Ｐプ

ゆかる日に出て
つ寺Tカツワ

生りたる赤子

oフカで千ゲト

若松の如

むてい栄い

(IＩ別１２＞

夜朋わち出て

明さ御世うがで

母の命すくて

産子御祝

M､ひる日に出て

生リたる赤子

若松の如し

むてい栄い

<11時２９～30ページ）

ユヤミワチンジティ

アカサミユウガディ

ハハヌヌチスクティ

ウミングアウユエ

ユカルヒニンジティ

ウマリタルアカングァ

ワカマチヌグトゥ

ムテイサカイ

夜間からUu童-11で

明るい御世を拝み

１０のｉｎを救って（た〉

ijlkん坊のお祝いを

ｲﾘﾑきⅡに（この世に)ｕｌで

q:まｵ↑た赤ちゃん

務松のように

生い茂る（ように）

『ﾏﾝｻﾝ祝い」
･御前風の節で唄われた（５
号29ページ)との記述があ
る。

,マンｻﾝ…生後５日または７
ロ頃に行う'1､戎(ｽｰｼﾞ）親戚
や隅近所の人が無まり祝っ
た。厳の忌の意味であつ
た‘

渡
名
喜
島

８

９

くるきさいばいぬ

四い看ぬしぎさ
ユヒポウジq･

昨産ちやる坊主ぬ

ゆとぎさらめ

ちやらいめ－

うじら－Ｕ－ぬ

Ｕんこ－め－す－が

め－まいるな－玉BG金

（I挫齢２４２１ページ＞

クルキザイバイヌ

ナイウトヌシギサ

ユピナチャルポージヤーヌ

ユトギサラミ

チャラヱメー

ウジラージーヌ

ジンコーメースーガ

メーヌイルナータマクガニ

(１１揺３２ﾍﾞｰｼ,＞

クルキザイバイヌ

ナイウトゥヌシギサ

ユピナチャルボウジヤヌ

ユトゥギサラメ

チャラヌメー

ウジラージーヌ

ジンコーメースーガ

メーマイルナータマクガ

1M水で代った_(サヱとＺの1－

卿る商がlLiやかだ

昨伐'1そんだ子の

ユートジをしましょう

＜未1V＞

｢ﾏﾝｻﾝ祝い」
･サ１ﾊﾟｲ…蛇皮銀
･シギO…領さ
･ﾕﾄｷﾞ…Iii伽．商掬中親戚剛人の
婦人がjEMlの世猛をし．男たちは
酒やZ味仰で夜を明かした０子拱
を厘物から守るために行われた。
(地壇によって多少興唯ろ）

･ﾁｬﾗｽﾒｰ、ウj,､ﾗｼｰｰﾇ、

地名、人名？

｡シ゛ンｺﾒｰｽｰ

沈呑あるいはＩ､行前の主？
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銃
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村
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1０

1１

しちぐさんうちに

あみたまぐかざて

シダク

育て美ら羽Ｑ…－－

産ゆ２回莫旦さ

ii室ね童1２

明さぬ世拝み＿

玉黄金しきて-－－
ユエ

母の祝

<同Ｉ：)

ｼチグサンウチヌーー

アミタマグカザティ

スダテイチュラバニユー

ミユルチュラサ

クラサワキンジイテヨーー

アカサヌユー

タマクガニシキティ

母ヌユーエー

<】1号６９ﾍﾞｰｼﾞ＞

シチグサンウチニ

アミタマグカザテ

スダティ チュ

イ

ラパニヌ

ミユルチュラサ

クラサワキンジィティ

アカサヌユウガミ

タマクガニシキティ

ハハヌュウェ

七・Ｉｉ・三の問に

網;I印』を飾って

寛r左翼ＬLu麺1－－－－

生えたよつ'二，(iしい

略いところから柳き出で

Wjるいlitを拝み

玉伐金を供えて

母親のお祝いを

I出産qM」
･七五三

→ﾋｼﾞｬｲﾅのことか？

･ｶﾝｶー

七五三のヒンャィ綱に豚の､lを
蟻ったり．１１を下げたりし
てそオゾlを村の|Ⅱ入りl]に
張っておくと人1M】や家帝の
疫ﾘｳﾞiをIIjjぐことかできると
いう。〈111；７１iベーン〉

1２

1３

明さ御世拝で

査囲湧き出で＿－－－

重２１金しりて＿

母の御祝一

ユビ

昨夜生ちやる}鍵117

明さ御世

夜朋湧き出て＿－－－－

玉置全しりて

母pi2m且-－＿

1４

七ちぐる嚢ら区

下駄さばくまち

乗馬銀しら

クトココ

くまの二所や一一

果釦な人どやゆろ

土。里璽｣５厘－－－－

足駄さば

乗馬乗

<まち－－－

￣￣

の=此や

果報な人どやゆら

1５

1６

ケイーテ

銭まるち函あて

iiiihEﾆーーー
<民俗２４２]ﾍﾞｰｼﾞ〉

亘達｣二憲以堕し
ユイ

ただ由やあいびらぬ

亘達①二所の

国遡迫rど－－－

自饗お年蚕短一

fEQHil二箆亙一一

愛もkしみて－－
鍵【笠一一一

銭まるちくさて＿＿

うまが（孫）前なち

此々に寄りゆし

介選かybgFnやおｌＷＫＡ的

此々の二処の

御祝やてど

蝋お年塗2－

床の前に膝て－－－－

襲櫓kしめ

つまが蕊一一

ジンマルチィクサーティ
ー－－－－－－=□

ウマガメーナチ

クマニユリユシ（ヤ）

タダユイヤアイピラン

クマヌタトウクルヌ

ウユエヤティド

シラガウトゥスイヤ

トゥクヌメニカザティ

ナシグァウタシミティ

ウマガメエカタ

】７

同

うすくがじまるや

石撞:>量もてる－－

j錐rhfi垂,－－
ｴｰ宝①慰白-－－－－

<民倦２４２２ﾍﾞｰｼﾞ》
－－－－￣Ｆ１

亘立≦－１世fこ＿-－－－

ちるもてゑ－－

二塁型廻亘Lirる＿

此々の殿内

<７号５２ﾍﾞｰｼﾞ＞

ウスクガジュマルヤ
ーニニ●－－－－－－－－▼■●－－－－ケ_■-－－＿＿=＿＿_

イシダチルムテル

ウマガダチムテル

クマヌドゥンチ

ウスクやガジュマルの木は

週をjaいて栄えら…

遜史泡I」て栄塁畳．

ここの御邸

ﾄﾞｩﾝﾁ…総地lMi察のりi、ある
いばその脇敷

ｳｽｸ…あこうの木

寸
那
城
村
字
宮
城

1８ 夜囲から出Ｚ
Ｔ力

明や昼拝で

て

里ﾒﾐ金敷工一一一一

麹Qi1，鰹１－－－

ユヤミカランディティ

Ｚカヤヒルウガテ証一

タマクガニスク

之12ヌウュニー

フ己イ

ユヤミカランジティ
ー￣－－－－－－－－

アカヤヒルウガデイ

タマクガニスクティ

ロBTﾋﾟュウユエ

塑墾かの由pQらし出て．

興日をおがみ

重黄金を上コエー

鯉_(j5ugDお硯ｌｊＬ－－－

〈ｌ７ＩＦｌ５５ベーダ）

｢出産祝いの項」
夜Ｍ１をＩおなかｊと記して
いるのは賎'111である‘



浅井玲子：「出産祝いの歌」に見る生命観

－５９－

与
那
城
村
字
宮
城

1９

2０

かんかりく始れ

産しむぬ子果報や－－

かんてうみみ迄_…＿

｡‐L2セヱ追い＿

ポウジャゲワ

鐡唾おえる濃jiP
4-浜価か０１１ゴ

いね

乗い馬たてｕ－－．
７＋ゲ

女やいね

量り執たてり．

カンカリクタポレ

ナシムヌク

カンテイ

ヱーカフーヤ

ウミミヤ

ウシーワデームヌ

ユピナテェール ボージャーグァ

ナナチグルナラバ

イキガヤイネー－－－

ヌイウマタテ1ﾘｰｰ

ヰナグヤイネー－－－

ヌイクラタテイリ

<17号５５ﾍﾞｰｼﾞ》

カンカリクタモレ

ナシングァカフウヤ－

カンテウミミヤ

女とﾜ三ム ヌ

ユピナチェルボウジャグァ

ナナチグルナリ（

イキガ｡Eｲｰﾈ－－－－－

ヌイウマタティリ

イナグヤイネー

ヌイクラタテイリ

捗醗>＿

矛処を_さずかった幸せは－－

<未鮮＞

お・世１１１だ力lらL-－－－－

匪夜9窪虹た赤ちゃん＿

七つぐらいになれば

四重Ｚ上皀＿－－

逆て

女だったら

賊をたてなさい

･ｶﾝ…かに(欺く、かように）

の口ili

・箇里士族のlWd6としては

ﾎ･‐ｼｬｰはＩ坊やｊ２ｌであっ
た。しかし、後段部分を見
るとDliに赤ちゃんの愈味と
解することができる。

国
頭
村
字
与
那

2１ つちくさ４産量史一一

圭白員五畳上まど

うしてぐらばにぬ

みりば美さ-．

<腿俗２４２２ヘ。-ヅ＞

ツチグサンマルヌ

マチウテルタマゴ

ウシテグラバニヌ

ミリバチュラサ

<17号106ﾍﾞｰｼﾞ)

ツチグサンマルヌ

マチウテルタマゴ

ウシテグラパニヌ

リパチュラサ

廉み蕗とした卵

見れば災しい

｢出産祝いの敏」
･クマゴ…通常ｸｰｶﾞという方
衝が用いられる。
・ク゛ﾗﾊﾞｰ…ｷﾖﾗﾊﾞﾈが変化、
北部力箇・ﾐﾘﾊﾞ…生えれば
とも奴できる。

与
那
城
村
字
平
安
名

皿
一
一
一
一
一
泌
一

一
別
一

M止み直立上白-－

野宣§1世径で

巳が命救て

区つじN2jm爾祝

男みがなしは

首里がなしめでい

女みがなしは

もるP（Ｅ）がみて121-

此処ぬ二所や

里9iuﾕ人いめい

銭まるちくさい

ｳミゲロフ

産子め－なち

くらしみ世すたち

明さ御世拝で

母2【命救て＿

毒牙」ほうじや)迩國極

塁みが生しわ

百厘ｍｍ志（ｽﾝ，､ナj')」､ｒい

女みが生しわ

チミ唇】がみでい＿

比ぬ=所や

果報な人いめい

鐘童畳ちくさい-．

国王_〔うみぐわ)_ぬ=△負

〈８昂４５ﾍﾞｰｼﾞ)

クラシミユスタチ

アカ ユウガディ

ハハガヌチスクテイ

ポウジャガウユェ

イキガミガナシハ

スンガナシメデイ

イナグミ ガナシハ

チミガミデイ

クマヌタトゥクルヤ

カフウナチュイメイ

ジンマルチクサイ

ウミングァ メーナチ

111FいI1tを巣立ち

明るい御１１tを拝み

luの命を救って

肘:ん坊のお祝いを

Ⅶの子なら

￣嫌に(しえ-－－

女の】「なら

と711二仕え－－－

此処の２ヶ 所には

韮３１!な人力11lら二 しやる

お金をたんとため

赤ん坊をiijにして

｢ﾅｰｼﾞｷ」
･ナージキ…11ｈ名のこと名が決
まると火の神に鰯告する．

,カナｼ…恋するひと．ひとし
い人．愛し．加那志と表記
する

勝
連
村

泌
一
一
》
’

６２

←
７》
２

少やみ

明さ御

JijRi金

二人が

よび

（

世

救

御

夜)し産らや:b』,;主(坊主

七つ頃墜亜は一一

わjM京LnlXhhZjOLl-

畷>愛し蝿上｡ごb＿

1文)倉上てら

玉鷺ょかみて

生れたる産子

元祖光らしよ

後世までも

(岬ＷＳリdZTdbP-ダ＞

)＿

ユヤミワキンジティ

アカサミユウガデン

タマクガニスクテイ

タイガウユエ

ユピナチャルボウジヤー

ナナチグルナリパ

ワガヤヌスパナカイ

ヌイウマタテイラ

クラタティラ

ティントゥクユカミテイ

ウマリタルナシング下

グァンスヒカラシヨ

ヌチヌユマデイン

陛１１Mから湧き出て－－－－－

明るい御世を拝み

五撒金すぐ。て－－－－－－

二人の御祝い

､;jf9i/しだ赤ん駈型一一一

１２秘家の側に－－

を立て（繋ぎ）

倉を巡て

天倦を授かり

れた我が子

光luZ:光らせよ

後のl{1重で土上－－
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－６０－

津
堅
島

2８ ゆやんみちさとて

あかさみゆうかで

親と子ぬ

ぐすじさびら

<3号３４ﾍﾟｰｼﾞ》

ユヤンミチサトゥティ

アカサミユウガディ

ウヤトクヌナカニ

グスジサピラ

夜IHIが渋ちたのを栖って

Ⅲｉるさをｉｆみ

親と子の中の

お祝いをしましょう

浜
比
嘉
島
．

2９

3０

別
一
一
一
一

夜閥湧ち出て

明さ御世拝で

玉黄金抱て

母の御祝

昨日産ちえる赤子

七才頃なりば

アサギ倉造て

乗馬立てら

七五三樋ヌ

田内亘胆-－－

ヤガテイ倉羽ヌ芽

ユラトウミバ

ユヤミワチンジテマ

アカサミユウガディ

タマクガニダキテ

ハハヌウユェ

チヌナチェルアカングァ

ナナチグルナリパ

アサギクラツクティ

ヌイウマタティラ

シチグサンナワヌ

アミウチヌクーガ

ヤガテクラハヌメ

ユラトウミパ

IliIから潮きⅡlで

IﾘIるい御１１tを拝み

愛しい狐がfを抱いて

１３組のお祝いを

昨'１'|:んだかん坊が

七つqXなれば

M1ｵlに、を建て

Miをbr(無ぎ)ましよう

ヒヂャイナ(七・}ｉ・二)の

閑の110の卵

（ボイＶ 〕

｢ｳﾊｷﾞ祝い」産鮪祝
･ウリ「キ．－とは緩の11Kのqli．
愈名の近定をしたロで親戚
縁者で祝う。典は、H1庇で
夫とつの茶碗にウパキ．_を
人軌て食べた‘

七１１マミ縄

H1丘が近づくと7ﾃﾞT(廠溌Dをﾋﾁﾞｬi
f(七・７ｉ・エ1m】でBlDlDbぐらＬ
鹿l蝿と変座の人t〕1ｺには撤茂網を
簸I〕、そのL1ｺ山'二卵１曲をぷら下
|ずる･それらは■物の進入を防ぐ
とめであI〕･卵はⅡl序の無印をけ
の卵の躰化にたとえたのである
う．

｢ﾏﾝｻﾝ祝」
MiI｣側'二pH唾0.粁をH1荷して
お祝いする．その日に廠室の
11｣人I〕、にかけてあった網と
りI】をはずす．１１１１麻Iの中のI力
'「イ祝(命名）’に歌う「

（SBIiIヘーン)

東
村
平
良
区

3２ 夜囲湧ち世.こ

明さ圃世拝で

玉黄金砲ち

母の御祝

〈６号２６ﾍﾞｰｼﾞ＞

ユヤミワチインジティ

アカサミユウガデイ

タマクガニダチ

ハハヌウⅢ五

111Ⅱ１１からiiiきIBで

11ⅡるしU御１１tをｲﾘ』み

愛しいJILが１２を砲いて

luj1lのお税いを

伊
是
名
村

３
一

３
－

｜鍋一

夜囲湧ち出て

明さ御世拝で

二EZb金抱て

母塁御捉…

昨夜産ちえる赤子が

七才頃なれば

了立主食建てて

粟鴎立てら

（８号２３ページ＞

ユヤミワチインジティ

アカサミユウガデイ

タマクガニダキテ

ハハヌウュ宝

チヌナチェルアカングァ

ナナチグルナIjパ

アサギクラツクティ

ヌイウマタティラ

閥から柳き111で

IU1るい御ljtをｲｷﾞみ

愛しいJILがｆを抱いて

ﾉﾘ脱のお祝いを

昨夜ﾉﾄﾉしだ赤ん坊が

七つ頃なれば

随ｵ1に内を趣て

Ｍｉを､i(鰯ざ)ましよう

｢ﾅｰｼﾞｷ」

古
宇
利
島

５
－
一
一
－
６

３
－

－
３

ゆかる日はいなり

ウマリタルポージャー

はグアン光らす

玉のボージャー

クラシミカライジテ

ウブガー

<未祥＞

〈Ｈ号６６ﾍﾞｰｼﾞ＞

ユカルヒハイナリ

ウマリタルポウジャー

ハグァンヒカラス

タマノボウジ 十

クラシミカランジティ

ウプガー

今ｉ１の良いⅢに

'１ｉまれた小ちゃん

先#lを光らす(Ⅱ11らす）

ｌｆのような称ちゃんＩ

昭いM1所から111で

所川

生まれたⅡ、何もかも終

わってから、勝手婆さんが
赤ｆを抱き歌き嗽うぐ
ﾏﾝｻﾝ呪いにはＩ師|iii風lが歌
われる,X81j67ベーン）



浅井玲子：「出産祝いの歌」に見る生命観

では、命の湧き出る暗い所とはどこを指すので

あろうか。

沖縄では、現在でも、生まれたばかりの赤ん坊

に対して，オジーウマリカーイ（祖父の生まれ変

わり)。オパーウマリカーイ（祖母の生まれ変わ

り）という表現をよく耳にする。「出産後命名の日

まで，祖父母の名をつけるのが一般的だったが，

たんにフトゥキーグワ_(仏小)と称する所もあっ

た」６）という。生児を祖父母の生命の再生したも

のという基本的な考え方は、今尚生きている。

また，沖縄の墓の形については，様々なところ

で述べられている。「亀甲墓の形は．女性がひざ頭

を立てて，あおむけに寝ている姿勢だという。人

特徴的と思われる事柄について考察する。

１）クラサワキンジィティ（暗い所から湧き出て）

六首の歌に「クラサワキンジィティ」の表現が

見られる。

また、夜闇、暗しみ夜等「暗さ」や「暗い場所」

の表現を入れると十六首に見られる表現である。

その暗き所から湧き出るという表現を18の歌では

｢おなかの中から出て」と訳しているが、果たして

そうであろうか。

「暗い所から湧き出た命｣にはもっと大きな意味

と広がりを感じるのである。逆にワタ（おなか）

という言葉は一切出てこない。

－６１－

糸
満
市
喜
屋
武

訂
一
一

3８

イゲ

やはんから出て｣１－－

明るさや拝でい

勝る曰やとみてい

己壬引ちゆい－－－

呼び屋らやるほうじや小

ナナチワル

セ才頃なりば

3i堕鮴かい
戸

曇り塵たててい

〈１０号、175ﾍﾞｰｼﾞ＞

ヤハンカライジティ

アカルサヤウガデイ

マサルヒヤトウミテイ

ユミソクァヒチュイ

ユピナチャルボウジャグァ

ナナチクルナリパ

ウヤヌスパナカイ

ヌインLマタテイテイ

夜半から出て

明るさを拝み…＿－－－－－－

めでたい日なので

(ﾅｰｼﾞｷﾏ対>に〕弓を射る

呼び生んだ赤ん坊が

七つ頃なれば

瓢の側に

蝋_を血(鰯 ぎ)ましよう

｢出産頃」
･ﾅｰｼﾞｷﾏｶﾞﾝ…赤子に名前が
つき、人間としてスタート
する日。鹿物に見立てたﾐｰ
ｼﾞｮｰｷｰを弓で射り弓と矢は
魔よけとして家の軒に還し
ておく．村で共有し赤子が
生まれる皮に紐を結びその
年に生まれた子供の数を示
す

北
中
城
村
熱
田

3９ kｕｒａｓａｗａｔｉｉｚＩＩｉ

AkaSaml-UgadI

TalUakUg邸ＩＳｕｋｕ１－Ｌ

HWahwagauyU2

〈１２号】17ページ＞

クラサワキンジイテイ

アカサヌユウガミ

タマクガニスクティ

ハハヌユウエ

園！'ところを翻って出て

9,ｹ､るい所を拝み＿＿

玉鷺金を掬つ

母親のお祝L)を＿

｢生産の敏」

久
志
村
河
間

4０ ユーミワチンヂテイ

アカサミユウガティー

タマクガニュターブヒｉ＿＿

カーミヌアンダコーイ

〈１３時９２ヘ．_ｼ＞

夜閥から樹き出で-

WＩるい御１１tを控２１些一一一

玉jq金をすくって

蝿のＭ１をYHってきましょう

｢出産祝の歌」

久
米
島
中
里
村

１４

クラサワチンﾖP云ゴ

了カサミユウガラ己工

タマクガニス２?且Zゴー

ハハヌウユエ

〈１４野５５ページ)

IMIのI1jから樋き田で

叩るい御世を拝み

王政金をすぐ って

母のお祝い

｢出産視の歌」

糸
満
町
兼
城

4２ ウスクガジュマル

イシガチニム云三Ｚ

ウミグァダチムテル

クマノヒヱニーーー

<１６Ｂ９７ﾍﾞｰｼﾞ＞

ウスクやガ

石垣

ジュマルの木は

麓量＿

宏子を抱いて栄える

このお家…－－－

｢出産祝の頃」
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間は母体から生まれ，死ぬと元の処へ帰るのだと

いう」7)あるいは，「墓は亀の甲羅に似ていること

から亀甲墓ともいわれますが，女性の子宮を力〕た

どっているといいます。一軒の家で一年に二回人

が死ぬと墓をあけません。墓をあけることは子宮

の原理にそむくから」８）だという。

大城は「オモロに「てだがあな」という言葉が

あり、これについては古代人が太陽は東方にある

穴から出てくると信じたのだと説明されているが

これはあるいは、女陰から人間が生まれてくるこ

とのイメージと関連して考えられたのではあるま

いか。月は女性の生理のリズムと呼応し、人間の

生成と密接な関係を持つ｡」9)仮説として述べてい

るが、「クラサワキンジィティ」の後に続く「アカ

サミユウガデイ（明るい御世を拝み)」と考え合わ

せると、説得力をもつ。

湧き出る命という言葉には，あの世とこの世の

近い島であることを改めて実感させられる。

本稿では玉黄金は、宝石や黄金のように大切な

人や物、かけがえのない我が子あるいは愛しい我

が子と解釈した。

これは、辞典や文献などの他例においても多く

用いられているため、前例に習った。

｢子に勝る宝なし（宝くこども)」ではなく「宝＝

こども」と直接的な表現となっているのは興味深

い。

４）ナナチグルナリ（（七つ頃になれば）

日本全国に七つまでは神の内思想は見られ､｢沖

縄でも、７歳あるいは６歳までの子どもを葬った

いわゆるワラピ墓が存する村は少なくなかった

し、また、７歳以下の子供はがんには乗せないと

する風習も一般的であった。がんとは、その中に

死者を入れて４人ほどで担いで墓まで運ぶ葬具で

ある｡」’0）

また、「幼児を外出させる時に「アンマークー

トゥー（母の事は)、ターガン（誰力fも)、ン_ダ

ン（見ない)、アンマーチュイシドゥ（母さん１人

だけが)、ン一ジュル（見るんだ)」１１〕という呪文

を唱える習俗は今でも生きている沖縄県具志川

市においても「アンマークートゥー、ターガン、

ン一ダン」までに省略され、６０代以上の方々が主

として使っている。（筆者聞き取り）子どもが悪霊

などを見てしまい、マブイ（魂）を落とさないよ

うにとのまじないである。

また‘幼い子の外出時にはサンを結んでそっと

忍ばせておくことも,魔よけとして行われている。

７歳になり、特別な存在から現実世界の人間に

なる日を待ち望み歌に詠んだのであろう。

2）ユビ（昨夜と呼び）

口承文芸の宿命として聞き取った者が後から文

字を当てるため、同じ音に複数の言葉が当てられ

ることがある。

８，１３，２０，３４ではユビを昨夜（ユウビ）の語

調を整えてユビとしたと考えこの字を当てたので

あろう。しかし38は呼び（ユビ）の文字を当てて

いる。前段の暗闇を受けて暗い→夜としたことも

考えられる。なぜなら、昨日を表す言葉は「チヌ」

であり、５，３にはその表現が見られる。つまり、

チヌとユビは使い分けられているように思えるか

らである。

一方、「呼び」については「呼び寄せ生んだ」の

意と解釈できよう。どちらであるかについての結

論よりも、２つの意味を持って使われていたので

はないかと考える。

あの世あるいはもう一つの暗い世界から呼び寄
せた命と解釈したい。

5）ハハヌヌチスクティ（母の命をすくって）

出産は母親にとって、命がけの作業であった。

母親も子も無事であったとき子どもは、母親の

命を救ったとして称えられている。現在でも出産

は胎児との共同作業だといわれるが、医療の発達

しない時代の出産の過酷さを垣間見ることができ

る。現在でも沖縄の乳児死亡率や新生児死亡、周

産期死亡率は全国的に見て高い。同じ次元で語る

ことは出来ないが､２人が無事である事への喜びの

表現であり、もしも母に何かあっても、次の命と

して生き続けるとの含みもあったかもしれない。

3）タマクガニ

十四首に「タマクガニ（玉黄金)」の表現が見ら
れる。

シダチ、スクッテ、カミテ、シリテ、シキテと

続く言葉も様々である。
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引用文献6）グワァンスヒカラシヨ（先祖を照らすような人

になれ）

「グワァンスヒカラシヨ」は出産、誕生を個人の

ものとして捉えるのではなく、共同体、子々孫々

の繁栄を意味していたのであろう。１人の人間が

生を受けるということは、一族全体の喜びであっ

た。

15には、「ウトウスイ（お年寄り）｣、「ナシングァ

(子ども)」「ウマガ(孫)」と３代を読み込んでいる。

命の継承者としての子どもの役割を再確認させ

られる。

1）沖縄県教育委員会文化課、1974,『沖縄の民俗

資料第１集』根元書房

2）外聞守善・比嘉実・中程昌徳監修１１９８０，『南

島歌謡大成Ⅱ沖縄編下』角川書店

3）恩賜財団母子愛育会編．1975、『日本産育習俗

資料集成』第一法規出版

4）沖縄県教育委員会、1973,『沖縄県史２３民俗

２』

5）琉球大学民俗研究クラブ、1960～1976,『沖縄

民俗』

6）『沖縄大百科事典』、1983、沖縄タイムス社

7）名嘉真宣勝、2000,「沖縄の墓と別れ遊び」『風

俗史学』日本風俗史学会．

8）金城実、1996,『知っていますか沖縄一問一

答』開放出版社ＰＲ４～６

９）大城立裕、1975,「沖縄文化の原点｣、『沖縄資

料集成』、green-Lile、Ｐ，２０

１０）徳川宗賢、1972、「沖縄の親族語彙」『沖縄論

叢第５巻言語編』平凡社ＰＲ472～490

１１）赤嶺政信、1998,『シマの見る夢』ポーダー

インク社Ｐ、６３

４まとめと今後の課題

命は、あの世とこの世をつなぐ母親の暗い子宮

や産道をとおって、湧き出たものである。生まれ

出た命は母親と共に頑張ってこの世の明かりを拝

んだ。人々は赤ん坊を玉黄金に例え、かけがえの

ない愛しい子として称えた。また、子どもの出産

は､共同体､一族の誉れを高めることでもあった。

｢湧き出た命」この表現は、命や自然に対する畏怖

の念ととらえ、伝えて行くべき「念（おも）い」

なのではないかと思う。

妊娠は，精子と卵子の結合という科学的事実を否

定する者はいない。しかしそれで全てが説明で

きるとも思えない。我々は自分の生まれたその時

のことを経験として語れないのである。

本稿は､出産祝いの歌の読みと解釈を主とした。

生命観については、これまで明らかにされてきた

産育習俗や人生儀礼も含めて、検討していく必要

がある。

命の尊さを伝えることは、先人が残したものの

中に、たくさん眠っているのではないかと考えて

いる。

最後に、筆者は方言の研究者でもなく，まして

やウタに特別詳しいわけでもない。ただ．沖縄に

生まれ育った者として、文化の中核をなす言語を

否定され、口承を寸断した世代として、次世代に

伝えるべき事を模索している段階である。多くの

方々のご助言、ご指導をいただきたいと考えてい

る。
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